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●豊かで住みよい
活力あふれる国見町

●心豊かな人間尊重の町づく り

百歳おめでとう
町から敬老祝金

３月26 日 、銘木キセさん く川内字内 上33 ）が満百

歳を迎え ．自宅で知事賀寿などの閉呈が行われました．

山田修平県北社会福祉事務所長が知事賀寿や銀杯 ．

知事直筆の賀詞を賭りました．また、冨永町長からは ．

敬老祝金20 万円や記念品が手渡され ．斎藤网老人ク

ラブ連合会長からも祝品が閉られました．

鈴木さんは 、明治29 年生まれで ．耳が少し不自由

ですが身の回りのことは自分でするし っかリ者です．



平成８年度の一般会計予算は

43億7,300万円

です
～豊かで住みよい活力あふれる国見町～

心
の
豊
か
さ
を
持
っ
た
人
間
尊
重
の
町
づ
く
り

総
予
算
額
は
六
十
六
億
七
千
五
百
八
十
二
万
七
千
円

国
見
町
の
平
成
八
年
度
予
算
が
、
三
月
定
例
議
会
で
審
議
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

間
近
に
迫
っ
た
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
、「
一

か
で
住
み
よ
い
活
力

あ
ふ
れ
る
国
見
町
」
「
心
の
豊
か
さ
を
持
っ
た
人
間
尊
皿
の
町
づ
く

り
」
を
基
本
目
標
に
、
平
成
八
年
度
も
施
策
の
推
進
が
図
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
に
一
番
深
い
閲
わ

り
が
あ
る
一
般
会
計
予

算
は
、
四
十

三
億
七
千
三
百
万
円
で
．
前
年
度
当

初
予
算
に
比

べ
．
一
億
二
千

二
百
万

円

介

％

）
の
減
と
な

り
ま
し
た
．

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
や
国
民
健

康

保
険
、
老
人
保
健
な
ど
の
特
別
会
計

を
含
め
た
総
予
算
額

は
Ｉ
（
十

五
億

五
百
七
十
六
万
九
千
円
で
．
前
年
度

予
算
額
に
対
し
て
、
二
億
七
千

四
百

八
十
七
万
七
千
円
（

４
．

４
％

）
の
増

と

な
り
ま
し
た
．

国
の
予
算
は
、
鳥
齢
人
口
の
増

加

や
国
際
社
会
に
お
け
る
わ
が
国
が
果

た
す

べ
き
責
任
な
ど

、
今
後
の
社
会

愉
勢
の
変
化
に
弾
力
的
に
対
処
す

る

た
め
、
健
全
な
財
政
運
曾
を
目
指
し

な
が
ら
も
、
低
迷
を
続
け

る
景
気
の

回
復
に
配
慮
し
た
公
共
事
業
の
財
源

と
し
て
十
一
兆
五
千
二
百
九
十
億

円

の
赤
字
国
債
を
発

行
し

、
岡
債
発

行

残
商
は
二
百
四
十
兆
円
を
超
す
見
通

し
で
す
．

こ
れ
を
受
け
て
、
国
見
町
で

は
将

来
に
わ
た
り
健
全
な
財
政
を
維
持

し

て
ゆ
く
た
め
、
第
三
次
国
見
町
振

興

肝
両
に
基
づ
き
、
総
合
的

か
つ
計
画

的
な
施

策
と
事
業
の

推
進
に
努
め

、

行
政
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
住
民
が

負
う
べ
き
責
任
に
つ
い
て
兄
極
め
な

が
ら
、
町
民
各
層
の
要
望
を
踏
ま
え

つ
つ
、
町
民
生
活
の
一
層
充
実
に
向

け
た
六
項
目
の
主
要
施
策
に
つ
い
て

租
極
的
な
対
応
を
図
る
こ
と
を
基
本

に
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

歳
入

歳
入
は

。
町
税
な
ど
の
自
主
財
源

が
十
四
億
二
千
九
百
六
十
万

三
千
円

（
3
2
7

％

）
、
地

方
交
付
税
な
ど

の

依
存
財
源
が
二
十
九
億
四
千
三
百
三

十
九
万
七
千
円
（
6
7・
３
％

）
と
な

っ

て
い
ま
す
。

町
税
は
、
八
億
七
千

八
百
七

十
八

万
三
千
円
で
、
２
％
の
伸

び
を
見

込

み
ま
し
た
。

ま
た
、
歳
入
全
体
の
大
宗

を
占

め

る
地
方
交
付
税
は

、
二
十
億

三
千
八

百
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は

、
児
童

手
当
費
や

老
人

保
護
措

置
費
、
地
方

遭
路
整
備

臨
時
交
付
金
の
減
な
ど
が
あ
っ
た
も

の
の
一
億
五
千
七
百
一
万

五
千
円
を

見
込
み
、
県
支
出
金
は
、
良

業
生

産

体
制
強
化
総
合
推
進
対
策
串
業
袖
助

金
な
ど
二
億
二
千
二
十
八
万

一
千
円



目的別歳出予算の内訳

平成8年度

平成7年度
ひ包りあだり

辟 皹

衛生費 総務眥

-〃 ■　㎜65.434
円 57 , 534円

公債費 土木費 農林業費

54,230円 43,UbU 円 42 , 125円

教育費 民生費 消防費

36.614円 36,285 円 15-304

商工費 議会費 予備費等

1 2 , 972円 9,2ﾜ6円
一一 一一512円

を
計
上
し
ま
し
た
。
繰
入
金
は
、
町

土
地
改
良
区
借
入
金
の
繰
上
償
還
の

財
源
と
し
て
渇
水
対
策
施
般
特
別
会

計
か
ら
九
千
三
百
八
十
万
円
を
繰
替

運
用
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
振

興
幕
金
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
緑
り

入
れ
、
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
し

た
。町

債
は
、
ふ
れ
あ
い
憩
い
の
道
整

備
事
業
、
福
鳥
県
総
合
愉
報
通
僧

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
眺
備
事
業
や
農
地
債

の
新
規
分
な
ど
三
億
一
予
七
百
三
十

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

町
債
の
七
年
度
末
残
高
は
約
五
十

一
億
七
千
万
円
で
、
そ
の
内
約
二
十

七
億
二
千
万
円
が
地
方
交
付
税
で
措

置
さ
れ
町
が
負
担
す
る
額
は
約
二
十

四
偲
五
千
万
円
で
す
が
『
財
政
調
整

基
金
等
の
積
立
金
の
残
高
が
約
十
二

億
九
千
万
円
で
あ
り
後
年
度
負
担
は

約
十
一
億
六
千
万
円
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
．歳

出

対
的
年
比
で
仲
び
率
が
最
も
高
い

も
の
は
、
農
林
水
産
業
費
で
、
次
い

で
公
偵
贄
、
消
防
費
、
衡
生
贄
と
桃

き
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
は
、
農
業
生
産
体

制
強
化
総
合
推
進
対
策
事
業
、
新
生

産
詞
整
推
迦
対
策
聨
業
や
県
営
ほ
場

整
伽
嘔
業
負
担
金
の
増
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

公
債
費
は
、
今
年
度
か
ら
元
金
僕

逗
が
始
ま
る
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

整
伽
事
業
債
分
が
主
な
も
の
で
す
。

消
防
贄
は
、
伊
達
地
方
消
防
組
合

分
担
金
、
福
鳥
県
総
合
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
負
担
金
の

増
が
主
な
要
因
で
す
。

衛
生
費
は
、
国
民
健
康
保
険
や
老

人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金
、
公
立
藤

田
総
合
病
院
負
担
金
、
合
併
処
理
浄

化
槽
補
助
串
業
な
ど
の
増
額
に
加

え
、
新
規
に
水
道
整
備
計
画
変
更
許

可
事
業
、
ご
み
減
量
化
事
桑
な
ど
に

取
り
組
む
た
め
の
予
算
を
確
保
し
ま

し
た
。

町
民
一
人
当
た
り
で

見
て
み
る
と
…

み
な
さ
ん
が
今
年
度
中
に
負
担
す

る
税
金
は
。
一
人
当
り
七
万
五
千
二

十
六
円
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
町

が
町
民
一
人
当
り
に
支
出
す
る
額

は
ご
二
十
七
万
三
千
三
百
四
十
六
円

で
す
。
そ
の
差
額
分
は
、
同
や
県
の

支
出
金
や
地
方
交
付
税
、
町
債
な
ど

で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

特別会計・ 水道事業会計等は

２３億２８２万７千円

一般会計予算のほかに、国民健康保

険などの特別会針と藤田財産区などの

財産区会計、そして水道事業会肝など

総額23 億 282万7千円を針上しました。

【特別会計】

・国民 健康保険　　 ７４１,２００干円

・老人保険　　　　835.7 千円

・渇水対策施股　　1  18.902 千円

・貝田簡易水道　　　1  573 千円

・育英　　　　　　　 ６,７８０千円

・公共下水道　　　 ３８７,２８９千円

・土地開発事業　　　1  1 .725千円

【財産区会計 】

・入山財産区　　　　19, １６２千円

・藤田財産区　　　　　　 ２５５千円

・大木戸財産区　　　　　 １３４千円

【公営企業会計】

・水き●業会計

�収　入 � 支　出

収益的
収　支 �170.058　　　　千円 �161

 , 72　
千円

資本的
収　支 �- �

３３,０９４

千円



人間尊重・快適な町づくり

‘ 乳 児検 診 事冥　　　　　10 ワ万 円

一司孑 衛 生強 化 擔 遺事 実　　 １３７万 円

老人 保 健 事業

・老人 佃 個個 康 検診 事 実　2.656 万 円

・老人 佩 傭在sＩ 防問 魯 車峡診 ５４万 円

地 域匱 瘴サ ービ ス

・公立 藤田 総 合同 陝 負 担金
.75

 1 万 円

・癲救 急医 爍 施設 及 び情 曜シ ス テム

運営 龠　　　　　　　27 万 円

国民 年 金事 殯

・卑 金加入 植 違　　　　　 ３０９万 円

年 金 事 務充 奥強 化　　　 ２９２万 円

老人 福 祉

・ 敬老 会及 び 敬老 祝 會支 給費 等

ワ92 万円

・老 人 クラ ブ 活勧 助 成　　　　　 囚

－シ ル バー 人 材セン タ ー 助成

一老 人家 庭 事 仕爨 瀛 迎事ｘ　　

５〔〕･
‘ ．

峻

一寝 た きり 老人 入 浴サ ーｓｆ々蠹原

一富 た きり 及び 一人 韆11Slll

鬪

介 腫 僭恩 劣 金　:  140ﾐ

韶i

・紙お む っ 代助 成 事業.‘a4 誣44 万'兩

－ｓ た きり 及び 一 人●l
ｔ ｉ 

ｉｌsgl` ･1　

乾 燔事 業　　　　
ｌ ｉ 潯7 回

任 宅老 人 短 期保: 第 事 系 .丶ilij9･.' 囚

老 人日 常 生活 用 與略 妁 事襴qii　　　　　

夕・ ，　２７２　 固'

デ イサ ービ ス事 業　　2.40･1 杤 阿`

・老 人侃自 措圜 費　　13.63 万円

鬟 謨老 人 ホー ム 角担 金･　 ５１１万円

・袴別 竇 圃 宅人 ホ ーム 負袙 金　　-
にj

Tk　2  ｰ  0  万円

心 身障 害 者魯 世

・精 神薄 偶 謇叉 生 適所 施設

建設 負 担食　　　　　232 万円

・豐璞 心 身障 害 者医 療 費助成

052 万 円

・震度 心 身障 害 者見 舞 金　　16 万 円

一塑度 心 身障 富自 タ クシ ー 代助 成

23 万 円

・襴裝 貝 粭 句事 粟　　　　1 ？８万 円

一更生 援 ● 施設 事 務費　　510 万 円

・心 身胃 害 者 日常 生 活用 澗 結付 事実

101 万 円

児重 褊 祉

－町 立 康 田 鳳育所 遍 言費　?.  89 万 円

一季節 俣 育所 開 設事 業　　1. ワ13 万 円

一放皹 後 児 童対 策事 業　　　55 万 円

・ 乳幼 児医 瘴 費 励成　　　 ７２６万 円

一田 子 家 庭医 暉 費助 成　　　 ８７万 円

－就学 直111鳬 び交 通 灑児 韋勣 瓮

32 万 円

・ 児費 手 当　　　　　　1  85 万 円

社会福祉協羂会洒恥辱
・福祉活動専門員．福祉パス及び心
配ご と相麟事業　　　　566 万円･
在宅介膿支援，パソコン導入事実
襴助　　　　　　　　 １１９万円

・民生委員〔児童委員〕活動鋳
29  万 円

将来の国 見町を担う

人材の育成

観月昔又化センターや上野台運励公
園内の各施設に加え、現在建設中呪
全天候型勤労者体育施設などの有ｌ
利用を図るとともに、高度情報化闢
代に沿った対応として小学校へのμ
ソコン導入など、生涯学習と学校ｌ
育の両面から人材育成、青少年の懼
全育成の振興に努めます。

第 眷 れ る 学。。吻 を 心s
刪 ａ 螽瑟 £ ｓ 霧 埀 詣

ｓ ｃ ｒ= ・
濤･

脂

児●生徒就匐ｌ助　　　g 浣 笆 胴

’生きた外国1嗹i岬●笑　｡5  9 万 円 を

・小唄学校
ｓ 娜７力 上事実

‘　　　 ｌ 丶
呎　　

２００万円
・大枝小字4文梱合分担金 ’ ９２２万円
・児童生徒健康管壇刈鵝良　 ２７６万円
・学校給食の充実　　　4.253 万円
・幼稚圜の教41及び橢鈿の充央

19 万円
・幼稚●適●舞綢助　　　 ７２万円
・幼稚●児の傭鱶管瑠薺　　16  万円

生壥学靆
・生壗学習モデル事実　　 ２００万円
丿社会 教 育 員の設圜　　518 万円
・公民館名教室及び講座の充実

491 万円

伝統と芸術文化の搨興
丿文化団体の育成　　　　55 万円
一芸 禍文化事業惆　　　1.667 万円
・文化振興基金毳立　　　 １０９万円
・文化財の保譜及び侃萼対策輿

１０２万円
一文化センター図魯室図●暇入舞

150 万円

社会体育

・スポーツ取室
．各種大会の実芻と

町民大濔勦金の開催　　 ２０５万円
・体育協会嚀への補助　　 １５３万円

覊少年冐成と 女僅の社会参加
・スポーツ少年団への綢助及び冐少

年の冐成事実薺　　　　 ２３６万円
・女畦活勦の搗進　　　　 ２４万円
石人の翼及ぴ櫚笑経甘翕淘外派遭
研修欄間　　　　　　　 ５６万円
成人式　　　　　　　 ４０万円

町民総参加の町づくり

町民総 参加による町政 運営を目指 し、

町政懇 談会 を継続開 価し 、みなさ ま

の声 を町 政に反 映 させるな ど広報広

聴活勣 の一層の 充実に 努めま す。

畷 ’　　･- ‘ ’‾i､● ‘　 ’li遡 蔵葱　　　 ｆ ｉ･５･I･.I広報旦膸 鰛 禮

広報活勧の充実　　　　 １０５　円

稠彰及ぴ顕彰
一町改功労癰の表彰等　　ｰ  万円

行財政体制の充実

町民サービスの向上を罵一曩に、社
会情勢や財政状況を考慮しながら行
財政体翻の充実と行政改革を進めま
す。

相織連携
・町内会組竃との連携強化

1.002 万円
・納税組合の脅威強化偉　　 ７１９万円

長期財政遍営の嘯立
・財務会計システム褥入による財政

遭営の効率化　　　　　 ９８６万円
・財政調書幕金積立　　　 １０３万円



平成8年の主な事業

あふれる活力・心の豊かさ

活力ある町づくりの推進

恵まれた自然環境に加え、便利なＳ
通綢は地域発展の基礎です。この擇
倖を活かした農工商の樶異と鰹営吭
安定、特に新食糧法施行に伴う農Ｓ
振興、農村総合整傭モデル事業をtJ
じめ、小坂地区県営ほ場整備の推適
など、生産基盤の整備を圃ります。

第 発 等　　 ’I
･卜1擔島丿ヵ 広 一 行 事務組合負 担 金
:115:? ｉ･ ’ｓiilｓss ｀’ごさ 14  円

・ｓｓ 憊 馮事業閲査姿 ﾓ  300 万
゜-゙ ’j” 畄゙ ｔ゙　 ．　 ３ｙ

９

．吻゛lf饕の振興　　　　　　･11 ｓ
ｙi

哉 圖 昿

･
幾
Ｍ む蹊 ・　　　　 甄

廁 ｊ

一商店街蹶 対 策補励　　　20 ‘
・街路灯補助　　　　　　3  円

・ふくし まビッグフェア出瑣事χ..
３０洒円 ，

中小商翼活畦化支皿蕃金事

瞋

ﾄﾞ 方 円

・中小企実預託金増資　　1  ｰ 68 万円

勤労者福祉の向上
勘労者金融対髄　　

匱

万円
ｓ 竟動労●ｌ･合スポーツ龝礙|
廸設事業　　　　　2  も万円

嘱光の推進　　　　　　i

鬣i
｀･

・鵯光推進　　　　　　142 万円

嘖買の襯興推進
・斬生座調整推遭対策　　1.118 万円
一米穀汲通対策事輿　　　　 ８３万円

一農業経営基盤強化支餓対饑事実
2.1  的万円

一新 震 産 寸 興物別句集事実襦助
６００万円

一理啻農業者育成助成事業　 １００万円
－番度振輿対集　　　　　 ２６８万円

農冥生黶基盤の整憫
一農逓等の整偈　　　　2  靆 26万円
一曝営水珊珊皿備亭哭良担金

1.060 万円

・県営ほ囑整爾事業負担金
80 万円

大技忍水防除事業　　　1  .886万円
・屬杓綛合壁飼モデル事冥

８,８６４万円

祁実握闘
一林道萼舗装　　　　　2.359 万円
・松くい虫防畭亊芙　　　1  37 万円

裡矚癇の脅威
栖年層定穏化推進事業辱　 １９９万円

ふるさと糶興亭冥
－＜にみネットワーク事実　 ４５１万円
－ふるさと振興基金積立10,201 万円

地区中央集会所璧爛
一大木戸ふれあいセンター瞳設事冥

Z250 万円

决適で住みよい 町づくり

生活道路の整魯摎耋、上下水道、河
川の整備、板檎粛住宅団地遺成等の
ふるさとマイホーム事業、観月台公
園の親木公園整傭等に努めます。

退路堅備　　　'　　f 、
雌

廻 遇

・ふれ  一  を 事。

7.6 ? 0万円
・緊急及ぴ特定地方輿路整備事業

12,ワフ【】万円
一国遭４号拡幗対鯛偉　　　 ３０万円

泪川呼の整備
・河川改良第 管 理　　　 ９３１万円

宅地醐発事襴
－ふるさとマイホーム推進事業
(債務負担分含む)　350. 万円

留市計蓊事賀
一餡市計画用途皃直し調査及びマス
タープラン篥足薺　　　 ３８？万円

下本画整備
下水道螫瞞事冥　　　 ３５.５３９万円

水稠濶醤保
・水逓用水供岶企賈団出資金等

32.  3 万円
・水道整備恚↑●賢樊肝可事裏

000 万円

消防体飼と防災爿 餓
一消防施設甓爾糴持曾理髓

1 .354万円
常備消防組合負担金　ｰ  2.485万円

・非常爾消防対策鬢　　2  ､ 004万円
－消防団員制圈曹琴　　　1 ワ９万円
・福島県総合情報通信ネットワーク

整備事業　　　　　　 ７９０万円
一防樊会謫　　　　　　　28 万円
・水防対策　　　　　　 ２１２万円

交通安全
・交通安全角筒薺　　　　 ２８万円

きれいな句づくり
・こみ処理対策碕　　　1  .921万円
・ごみ舞●化匈策儺　　　 ８ワ９万円
－衛全処糧組合負担金　　5.8 万円
・墹墳衛生対策髓　　　1.3 万円
一合併処埋浄化槽憮備補助金

1.2 万円

地鯔
・功韲回書塞鏖・　　　 ら 万

子どもからお年寄りまで

健康で安心して暮らせる

町づくり

高働者対業事業をはじめ。住民饐癲
診童、乳幼児医療費の負担軽減など
の保健・ 療事桑の精進を図るととも
に、相祉事菓のー層の拡充を図1J ま
す。

i凾ｉ 砺 り　　　　　　
ー‘` ●゚

Ｓｉｉ核検診　　　 ヽ　　229 万円
・予防掴穡　　　　　　1  85 万円
一婦人の蚰曦診量及び母相しょう堽
礦診咢　　　　　　　 ３１１万円

・町民ウ ォーキング大会　　 ２１万円
・髄車フェスティバル　　　 ３８万円

・孔幼児医療柵助事業　　
７２６万円

一人飃ドック事喪　　　　909 万円

母子侃驢



今
秋
！

上野台運動公園内に

全天候型の屋内運動場

勘労者総合スポ ーツ施設屋内 多目的グラウンドの完成 予想図

練
習
や
ス
ポ
ー
ツ
の
催
し

通
年
Ｏ
Ｋ
！

四
月
九
日
、
上
野
台
巡
助
公
園
内

に
建
般
さ
れ
る
全
天
候
型
の
屋
内
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
建
設
は
、
労
働
省
の
外

郭
団
体
で
あ
る
雇
用
促
進
事
業
団
の

協
力
を
得
て
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
総
工
費
は
約
四
億
二
千
万
円
。

起
工
式
で
は
神
事
の
後
。
冨
永
町

長
が
「
雨
や
雪
が
降
っ
た
と
き
で
も

運
動
が
で
き
る
よ
う
、
屋
内
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
を
目
指
し
ま
し

た
」
と
あ
い
さ
つ
。

ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
上
野
台
運
動
公

圉
、
助
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
隣
、

敷
地
面
積
八
千
百
十
八
平
方
む
に
建

設
さ
れ
る
も
の
。

建
物
は
鉄
骨
造
一
部
Ｒ
Ｃ
造
平
屋

建
て
。
ア
リ
ー
ナ
は
約
二
千
三
百
八

十
甼
方
じ
の
人
工
芝
を
張
り
つ
め
、

天
井
の
高
さ
は
十
丁

五
む
。
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
が
三
面
と
れ
る
広
さ
。
ア

リ
ー
ナ
の
他
、
ロ
ッ
カ
ー
室
、
器
具

庫
な
ど
も
設
け
ら
れ
る
。

テ
ニ
ス
の
他
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な

ど
室
内
運
助
や
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
通
年
活
用
で
き
る

施
設
。

完
成
は
、
今
秋
十
月
予
定
。くわ入れする冨永町長と、神田・ 用摎ａセンター

調査役



４
月
１
日
か
ら
一
部
供
用
開
始

阿武隈川上流流域下水道第一期工事完成

国見町を含む県北地方の＝市五酊の下水を 処理する阿武隈川上流流域 下水道県北

飢蜀区の第一期工事が完成し、３ 月２５ 日、通7krｆ が行われました。

昭和５９年の事業着工 から １１ 年で す。

通
水
式
は
、
佐
藤
栄
佐
久
福
島
県

知
事
や
冨
永
町
長
、
地
権
者
ら
四
百

五
卜
人
が
出
席
し
、
県
北
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
ア
ク
ア
ク
リ
ー
ン
あ
ぷ
く

ま
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
知
事
が
『
こ
の
下
水
道
の
第

一
期
工
串
完
成
は
「
う
つ
く
し
ま
、

ふ
く
し
ま
。
」
の
創
造
に
つ
な
が
る

大
き
な
一
歩
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
通
水
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、

稼
働
を
開
始
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
体
育
館
で
祝
貿
会
が
開
か
れ
、

下
水
道
の
完
成
を
喜
び
合
い
ま
し

た
。こ

の
事
業
は
、
県
が
こ
れ
ま
で
に

三
百
二
億
円
を
か
け
、
浄
化
セ
ン

タ
ト
本
体
と
福
島
市
と
国
見
町
を
は

じ
め
と
す
る
県
北
五
町
の
幹
線
下
水

道
を
敷
般
、
四
月
一
日
か
ら
一
部
供

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

県
の
事
業
計
画
に
よ
る
と
、
処
理

面
積
は
八
千
七
百
六
ｔ
九
む
、
処
理

人
口
は
三
十
一
万
四
千
七
百
八
十

人
。
最
大
処
理
量
は
一
日
あ
た
り
二

十
万
九
千
百
六
十
立
方
μ

と
な
っ
て

い
ま
す
。
管
き
よ
は
五
幹
線
、
総
延

長
三
十
五
・
八
じ
あ
り
、
中
継
ポ
ン

プ
場
と
し
て
梁
川
ポ
ン
プ
場
と
伊
達

ポ
ン
プ
場
が
建
設
。

平
成
十
七
年
ご
ろ
ま
で
に
全
部
を

完
成
す
る
予
定
。
こ
の
問
の
総
事
業

費
は
約
九
百
十
億
円
。
現
在
ま
で
の

工
事
進
ち
ょ
く
率
は
七
九
％
。

平成８年４月１日

公共下水道使用開始区域



な～るほど

国民年金

第1号被保険者

農林漁業・自営業・自由業・この人たちの奥さん・学生

第２号被保険者 第３号被保険者

サラリーマン ・ＯＬ

厚生年金や共済組合に加入している人は国1

年金にも加入し ていることになり ます。

サラリーマンの奥さん

厚生年金や共済組合に加入している夫に技饗さ

れている奥さんのこと。逆の場合もあります。

ポ
イ
ン
ト
は
届
け
出

届け出は

こんなときに

就 職し たと き ?0 歳にな ったと 澣

引越し たとき 会社 を辞めたと１ 結 婚し たとき

年金手帳をなくしたとき 離婚したとき 死亡し たとき

知っていれば

ぐーん と

得する情報
。 私の妹がサラリーマンと結婚し固

ましたが、国民年金の届け出を
していないと聞 きました。どう

なりますか。
答 保険料を個別に納めなくてもよ

い「サラリ ーマン奥様（第3 吁
陂傑険者）亅 に該当していても、

届け出をしなければ、いつまでた
っても「第3号被保険者亅 にはな
れません。 また届け出が2年以上

遅れると、2年以上前の第3号被保
険 者川間は、保険料未納とみなさ
れ、後で納めることもできなくな
ります。年金が受けられない場合

も出てきますので。至急届け出を

して下さい。
。 商売があまりうまくいっていな国

いので、とても国民年金の保険
料を納めることができません。

答 第1 吁被保険 古で収人 が少なく
保険料をどうしても納めること

ができない人は、県知事に申し出
て認められれば保険料は免除され
ます。

国民年金はすべての

人が加入します



入
学
お
め
で
と
う

小
中
学
校
入
学
式

町
立
小
学

校
と
中
学
校
で
六
日

。
一

斉
に
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た

。
町

教
育
委

員
会
の
犇
と
め
に
よ

る
と

。
入

学
し
た
の
は

。
小
学

校
が
百
一
人
（
前
年
比
九
人
減
）
、
中

学
校
が
百
三
士
（

人
（
同
二
十

三
人

減
）
。
今
年
は
藤
田
小
（
大
槻
太
校
長

）
に
、
谷
津
舞
大
君
、
智

大
君

、
翔

大
君
の

三
つ
子
た
ち
が
入
学

。
舂
本
番
を
思
わ
せ
る
暖

か

い
日
差
し
の

中
。
元
気
に
新
し
い
ス

タ
ー
ト

を
し
ま
し
た

。

な
か
よ
く

勉
強
し
て
ね

森
江
野
小
（
渡
部
正
俊

校
長

）
で

は
二
（

年
生
が
つ

く
る
花
の
ア
ー
チ

の
中

を
十
六
人
の

一
年
生
が
入

鳩
。

渡
部

校
長

が
「
み
な
さ
ん
に

「
元
気

の
佃
」
『
や

る
気
の
種
』
『
や

さ
し
さ

の
種
』
を
あ
げ
ま
す

。
立
派
な
花
を

咲

か
せ

て
く
だ

さ

い
」
と

あ

い
さ

つ

。
続
い
て

、
冨
永
町
最
が
「
遠
足

や
運

助
会

な
ど
楽
し
い
こ
と
が
い
っ

ぱ
い

あ
り

ま
す
。
友
だ
ち
と
仲
よ
く

勉
強
し
て

く
だ
さ
い
」
と

励
ま
し
の

こ
と

ば
を
贈
り
ま
し
た

。

尊
い
青
春
の

三
年
間
に

県
北
中
（
菅
野
時
男
校
長
）
で
は

菅
野
校
長
が

。
新
し
い
制
服
に
身
を

包
ん

だ

一
年

生

の
入

学

を

許

可

、

「

心
が
け
次

第
で
楽
し

い
学
校
生
活

に
な
り
ま
す

。
命

を
大
切
に
、
諺
り

を
持
っ
て
三
年
間

を
過
一
」
し
ま
し
ょ

う
」
と
式
辞
を
述
ぺ
ま
し
た

。
ま
た

。

冨

永
町
長

は
「
入
学
お

め
で
と
う

。

尊
い
青
春
の
三

年
間

に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

森江野小学校

誓いのことば（県北中学校）

幼
稚
園
と
保
育
所
で
も

入
園
式

小
中
学
校
の
入
学
式
に
続
い
て
。

藤
田
保
育
所
、
藤
田
と
森
江
野
幼
稚

園
そ
し
て
四
つ
の
季
節
保
育
所
の
入

一

式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
専
休
み

で
ひ
っ
そ
り
し
て
い
た
麕
舎
に
、
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
。

新入学児童を交通事故がら守ろう

春
の
交

通
安
全
運
動
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

巷の交通安全遍動が。６日から始まりました。今回は、新入

学児童を交通事故から守ろう、がスローガン。

町と交通安全対策協議会では登校聘の街頭指導に加え｡10 日

に。ふれあいキャンペーンを行いました。このキャンペーンは

国道四号汨いで行われ、パンフレットや交通安全毋の会目が作

った「安全カサ」などをドライパーたちに手渡し 、安全運転を

呼びかけました。



今月からは広報くにみでお知らせします

保健だより
【小児マヒ予防ポリオ生ワクチン投与】

７ 月 の 行 事 予 定

＊乳児健診（７月２５日)

＊ 麻 し ん 予 防 接 種

ｌ　 ｉ　 書 �翦名� 実 箟 ｌ � 会　・ �ll　l � 注　ｌ　 す　 る　 こ　 と

四 圖(

 6 以上の關 で2回剱)

牋 川まで鮮 可lです,2目

目綫 与の鯉 も麪します， �
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午後1 時3D分かち

午賢溂 で麭 �

肝 手簔を忘れずにお舫 くだ阮*

稽 蒻 予ｕ をお舫 の方は, 利ｵ 干ｎ{ 白色は ａ 料 を

l μ) うえ､ おいでく９ い，

拿このﾜｸﾁﾝ は､2 肢 与しないと縣 がありません，{ 今年I目だ

けだっ雌 は. 蚌 もう一麪 けてくだ椡*

稽 翡 は翡 なときに受けるのが關 です,ｕ 秘 る瞿合は､ 会

暑で薛 に順 してください，

�・田

小鬟�l

目日 月Ｕ( 大)�

皿鉗鷙ｾﾝﾀｰ

�誰�　　101加 吠}
泗　　

聞瑚( 和

【１歳６ヶ月児健診】

紋　 き　 者 �甎名� 実 篇 ９ � 会　 魯 �11　 知 � 内　　　　　　　　　 容

l!罵闊罌㎜ �找区�6 即日 剔 �櫑胎鵞ｾﾝﾀｰ

大著討 �

綫1 暇 分から

綫 鱗まで鉗 �

哺と傭初 薛のｎ､ 顫 鮭 士による曹み糾 鯑､ 生蘇Ｕ

蕚､衄と体重齪による旻戝l をみます，*

骭種とは 月 幅 要 纈を1!垪 忘才1ずに!

麝艷 ㎜

【3歳児健診】

蘿　 当　 者 �翦名� 実 施 Ｓ � 会　 柵 �畔　 釧 � 内　　　　　　　　 富

回皿
�全甎 � 出 目 木） �軛駘鵞ｾﾝﾀｰ

大６ 室 �

棧1 恥ら

午 齟 分まで

麭 �

熊と1恥鱆 の非 .  黷 議力,暮力検重を鷦します，

嗜S 菓は鱆鶻i から啀1 れます，

【乳 児 健 診 】
一 一 　 一 一 　 一 一 一

諌　 ｉ　 看 �甎 名� 実 嶌 ｌ � 会　 魯 �11　1 � 円　　　　　　　　　　 容

四 ヨ
�m�6

朋日 木） �重胎鵞ｾﾝﾀｰ

簒1随 �

午後I畤畤から

午警廁 で受付�l

和 黼､ 顛､ 賤 黻､ 艱､ 肛､ 鞋 頤などについて

瞋子鴇を忘れずに!

【育 児 教 室 】|覿咄

瓢　 き　 １ �甎 名� 実 毟 ａ � 会　 櫑 �li　 賣 � 内　　　　　　　　　 富

四 国
�全甎 �6 丹|§日 ｝ �●胎鷙ｾﾝﾀｰ

箘|衄 �

午第 分 から

鴾 溂 で甄 �

雌､ 体llt 腫Ｕ､ 作蒻 などについて*

骭 手帳を忘れずに!



INFORMATION

役場庁舎の　 が
直通方式 に変わります。

５月７日から、ご用のある係に
直接電話することができます。
電話をする際は、あらかじめ係

の電話番号を確認のうえ、おか

けください。

諜　 名 �係　 名 � 電話番号 � 主　　　 な　　　 仕　　　 事　　　 内　　　 容

総　務　踝 �庶　 務 �85- 2 1 1 2 �消防防災、選挙管理委輿会、榲祉パスに関すること．

�財　政 �85- 2 1 1 3 �予算、町有財産、入札参加資格申請に関すること。

�文書広報�85- 2 １ １４ �文書の受付・発送、広報紙の編集発行、町内会長会に関すること．

住　民　諷 �戸篇住民 �85  ー2 1 ｰ 5 �戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、埋火郵許可に関すること．

�生活県境�85  ー2 1 �交通安全．街路灯、ごみ対策、合併処理浄化槽、狂犬病予防、公害対策

保健委員会、環塊衛生に閼すること。

�年　金 �35- 2 1 7 9 �国民年血、老齢、陣害、遺族基礎年金に関すること．

会　計　室 �出　 納 �85- 2 7 0 0 �公金の収納、支払いに関すること。

税　務　踝 �踝　 税 �-  2 7 7 8 �町県民税、鰹自動車税、圃保税に関すること，

�固定賢産�85 - 2 7 7 9 �固定資産税（土地・家屋・償却資産）に関すること。

�収　納 �85- 2 7 8 0 �税金の収納、納税証明、軽自動車の棟鑞交付、納税組合に関すること．

保健福祉繰 �保健増進 �85 ｰ 2 7 8 3 �各種検（健）診、予防接種、献血、母子保健委員に関すること．

�国　保 �85- 2 7 8 5 �国民健康保腆に関すること．

�福　祉 �85-2 7 9 3 �老人福祉、身障者福祉、デイサービス事裏、児童福祉、生活保護、保育所

民生児童委員に関すること。

企画商工躁 �企面商工 �85  ー2 9 2 7 �商工桑振興､企業朋致､奴光物産､各阿統針､大規傾土地収引に関すること。

�国土爾査�85 ｰ 2 9 6 7 �国土爾査に関すること。

鏤　設　飄 �燧　 設 �85-2 9 7 ｰ �町道、阿川、橋粟の新股、改良に関すること．

�雄持管理�85 ｰ 2 9 7 2 �町道、河川、橋梁の維持管理、町営住宅の入居、町道の占用に闘すること。

都市整仰諌 �下 水 道 �85 ･ 2 9 8 4 �公共下水遭事粟に閲すること．

�都市整備�85-2 9 8 5 �都市計画、建築確認に関すること．

農　林　課 �農林振興 �85-2 9 8 6 �農畜産業の振興、新生産爾整、認定農桑者、剛度資金、農業(生活)改良

推遣員，林業．松くい虫防除、財産区、北山組合に関すること．

農村整備踝 �農地整備 �85- 2 9 8 7 �廃遭、水路、林道の維持補修、伊達西部土地改良区に閼すること。

�農村整備�85 - 2 9 8 8 �小坂地区ほ場整偏事業、町土地改良区に関すること．

農　 業　 委　 員　 会 ��85- 2 8 9 0 �農地の転用許可申請、あっせん、貸し借り、農業者年金に関すること．

水　道　曝 �水　 道 �-  2 9 9 7 �水道事業に関すること。

教育委員会 �学校教育鑠 �８５-２８９２ �幼小中学佼教育、奨学資金（育英事業）に関すること．

�生涯学習譁�85 - 2 6 7 6 �文化事業、国廝交流、公民館事業に関すること．（観月台文化センター内）

議　 会　 事　 務　 局 ��85  ー3 2 9 5 �町議会に闃すること．

機関･施設

機関・施設名 �電話番号

国 見 町 社 会 福 祉 協 議 会 �85 - 3 4 0 3

国見町シルバー人材センター �85 ｰ 3 4 0 5

国 見町観月台文化セン ター �85 ｰ 2 6 7 6

国見町デイサービスセンター

国 見 町 上 野台 運 動 公 園 �85 ｰ 5 3 7 0

国見町奏江野町民センター �85 ｰ 5 7 9 9

国見東部高齢者等活性化ｾﾝﾀｰ �85 ｰ 2 9 8 0

小　坂　中　央　集　会 所 �85 ｰ 5 2 1 4

大 木 戸 中 央 集 会 所 �85 ｰ 5 5 7 7

小　 坂　 小　 学　 佼 �85 - 2 8 ｰ 0

藤　 田　 小　 学　 校 �85 ｰ 2 0 4 1

姦　 江　 野　 小　 学　 校 �85 ｰ 2 8 ｰ

機関・篇設名 �電話番号

大　 木　 戸　 小　 学　 校 �85 一 2 1 4

学校組 合立　 大枝小 学校 �行 ｰ 2 5 6 6

県　 北　 中　 学　 校 �85 - 2 3 7 2

藤　 田　 幼　 稚　 圜 �８５－２３３４

森　 江　 野　 幼　 稚　 圜 �85 ｰ 4 7 8 4

藤　 田　 保　 育　 所 �85  ー2 3 7
小 坂　季 節　保　育 所 �８５－５２１４

森 江 野 季 節 保 育 所 �85 ｰ 5 7 9 9

大 木 戸 季 節 保 育 所 �85 ｰ 5 5 7

大 枝　季 節 保　育　所 �85 ｰ 2 9 8 0

国　 見　 町　 冷　 水　 場 �85 ｰ 2 7 3

徳　 江　 運　 勤　 公　 園 �８５－１６０１



県
立
施
設
の
使
用
料
を
免
除

障
害
を
お
持
ち
の
方
へ

障
稗
者
の
方
が
県
立
施
設
を
利
川

さ
れ
る
場
合
の
使
用
料
が
、
四
月
か

ら
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

●
全
額
免
除
に
な
る
施
設

・
太
陽
の
国
野
球
場
と
庭
球
場

・
人
鏡
閣

・
勤
労
身
体
障
害
者
体
育
館

・
県
民
の
森

・
あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園

・
県
立
博
物
館

・
県
立
災
術
館

・
県
営
荻
野
漕
艇
場

●
対
象
考

身
体

障
巾
‥
者
手
帳
、
療
介
ｆ

恨
及

び
精
神
障
山
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て

い
る
木
人

次
の
障
害
者
の
介
護
の

た
め
に
同

伴
す
る
方

ア

第
一
種
身
体
障
山
者

イ

第
一
種
精
神
薄
弱
者

ウ

障
害
等
級
が
一
級
の
精
神
障

害
者

●
手
続
き
方
法

障
害
者
本
人
は
手
帳
を
提
示
、
介

護
者
は
同
伴
し
て
い
る
こ
と
を
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
島
県
障
山
福
祉
課
更
生
指
導
係

酋｛
む
7
1

６
９

ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？

確
定
申
告
が

ま
ち
が
つ
て
た
と
き

《
多
く

申
告
し
て

い
た
と

き
〉

確
定
申
告
游
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に

気
づ
い
た
と
き
は
。
「
吏
正
の
請
求

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
請
求
占
が
提
出
さ
れ
る
と
、

税
務
署
で
そ
の
内
容
を
検
討
し
、
一

当
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
納
め
過

ぎ
の
税
金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

〈
少

な
く

由
亠
』
し

て

い

た

と
き

〉

確
定
申
ル
‥
書
を
提
出

し
た
後
で

、

税
額
を
少
な

く
申
告
し
て

い
た
こ

と

に
気
づ
い
た
と
き
は
、
『
修
正
申
告

』

を
し

て
、
£
し

い
税
額
に
直
し
て
く

だ

さ
い
。

〈
申
告

を
忘
れ
て

い
た
と

き
〉

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、
申
告
滌
の
提
出
を
忘
れ
て

い
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
確
定
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
．

●
問
い
合
わ
せ

・
税
務
課

課
税
係

Ｓ
（
Ｍ
）２
１
－
１
　
内
線
1
5
1

・
福
島
税

鵬
署

(
　
の
　
戸
　
Ｉ

　
ベ

生
産
調

整
の
確
実
な
達
成
で

米
の
需
給
と
価
格
の
安
定
を

現
在
、
町
の
転
作
目
標
面
積
を
達

成
す
べ
く
、
農
家
の
皆
さ
ん
、
各
町

内
会
艮
さ
ん
、
農
丿
組
合
長
さ
ん
．

Ｊ
Ａ
職
員
及
び
町
職
員
が
懸
命
に
収

り
組
ん
で
い
ま
す
。

四
月
半
ば
現
在
の
国
見
町
全
体
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
約
九
十
六
む
に
対
す

る
転
作
実
施
計
画
ぶ
の
集
計
は
、
約

七
〇
％
強
で
す
。

目
標
が
違
成
さ
れ
な
い
と
米
価
の

下
落
は
も
と
よ
り
計
両
流
通
助
成
金

一
俵
あ
た
リ
千
百
四
十
円
は
支
給
さ

れ
ず
、
と
も
補
償
助
成
金
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
九
十
六
む
に
対
す
る
千
九
百

二
十
万
円
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

各
農
家
が
自
分
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
必
ず
違
成
し
、
と
も
補
償
に
全
員

参
画
し
国
の
助
成
金
を
受
け
ま
し
よ

な
お
、
Ⅲ
柚
え
後
の
加
工
用
米
に

よ
る
目
標
達
成
へ
の
調
整
は
不
可
能

で
す
。
調
整
水
Ⅲ
を
大
い
に
活
川

し
、
転
作
目
標
而
積
を
達
成
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

１
月
1
9日
・
３
月
５
日
実
施
分

（

敬

称

略

）

◆
一
般

井
砂

山
男
、
佐
藤

喜
次
、
後
藤

せ
き
？

、
核

沢
ア
サ

ー
、
佐
久
川
栄

子

、
志
村

孝
明

、
佐
久
問
貞
淑
、
梅

津

幸
男
、
佐
藤

昭

文
、
角
田
栄

治
郎

、
佐

藤

和
人
、
佐
藤
ひ
ろ
み
、

佐
藤

和
子
、
八
島

和
’ｒ

．
佐
藤

利

郎
、
竹
野

洋

一
．
佐
藤

洋

’
、
安
達
は
つ
子
、
鈴
木
　

一
弘
、
引

地

智
哨

宍
戸

隆

二

犬
伏

房
子

、
高
橋

定
人
．
大
塚

価
子
．

半
沢

雅
美
、
菊
池

春

恵
．

八
巻

謙
『

佐
藤
（

ル
子
、
佐
藤
み
ゆ

き◆
国
見
町
商
工
会

小
柴

晴
雄
、
谷
津

陽
子
、
宍
戸

孝
三
、
山
本

裕
『

玉
手

真

司
、
大
和
剛
紀
夫
、
玉
手

富
子
．
鑓

水

正
存
、
穐
月

辰
也
、
佐
藤

政
行
．
松
浦

惣
一
、
齊
藤

淳
一
．

商
野

倫
昭

◆
Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い

佐
藤

吉
茂
、
松
油
新
一
郎

◆
仙
台
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
国
見
工
場

擧
　

仁
．
松
浦
　
（

ル
、
大
内

幸
子
、
村
木

公
子
、
菊
池

梅
子
、

山
内

聴
子
、
佐
藤

巾
子
、
八
巻

モ
ト
子
、
佐
藤
美
智
子
、
吉
川
巾
美

子
、
清
野

安
子
、
波
部
テ
ル
子
、
市

山
カ
ツ
エ
．
若
生

京
子

◆
清
水
製
作
所

阿
川

跟
明
、
佐
藤

Ｕ
芳
、
阿
部

克
巳
、
宍
戸

隆
一
、
阿
部

ぷ
‘

則
、
瀬
野

次
男
、
遠
藤

高
男
、
武

田

武
彦
、
菅
野
　

修
、
太
斎

敏
博
、
後
藤

徳
良
、
萩
原
、
宏
、
斎

栄
子
、
秦
　

箝
五
、
佐
久
間

清
市
、
曳
地
す
み
え
、
八
島

征
雄
、

山
田

明
久
、
吉
田

昌
弘
、
渡
辺

一
仁
、
皿口
木

芳
雄

◆
国
見
ス
プ
レ
ッ
ト

鴨
Ⅲ

惣
栄
、
北
沢

幸
二

佐
々

木
三
枝
子

本
田

政
子

◆
国
見
名
鉄
レ
ス
ト
ラ
ン

高
橋

き
ぬ

◆
福
梁
製
作
所

阿

部
今
朝
治
、
寺

鳥

正

珊
、
安
藤

千

代
子
、
星
　

正

広
、
大
橋

順

二

松
油

仁

一
、
片
平

忠
夫

、
丸

山

新
吉
、
菅
野

俊

則
、
八
島

満
、
佐

々
木
正

志
、
矢
口
富
士
子
、

高
橋
、
守
、
山
内

兇
美
、
角
ｍ

健

司
、
八
巻

和
敏

◆
福
鳥
信
用
金
庫
国
見
支
店

柞
洌

咽
伺
。
安
麕

陦
搏『

岡
崎

清
和
、
鴨
田

香
織
、
佐
藤
み
え

子
、
佐
藤
由
里
子
、
三
浦

英
徳

◆
国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

荒
　

洋
子
、
高
橋

直
子
、
羽
根

ヤ
イ
、
松
浦

郁
子

◆
国
見
町
役
場

古
Ⅲ

俊
江
、
村
上

幸
平
、
後
藤

登
災
子
、
村
上

典
子
、
安
藤

充

輝
、
高
子

宏
子
、
大
勝

宏
二
、
武

田

慶
子
、
菊
地

軽
子
、
武
山

正
裕
、
菊
地

弘
英
、
武
田

幹
夫
、

引
地

山
則
、
斎
藤

雅
敬
、
占
川

比
司
、
榊
　

英
則
、
村
上

健

气

佐
藤

克
成
、
八
鳥

英
雄
、
佐

蒲

光
男
．
鎚
水

卮
一
、
鈴
木

哲
也
．
占
Ⅲ

義
勝
、
安
田

博
三



坂井俊博・岡本愛子 デュオコンサート

トランペット＆ピアノによる

楽しいひととき

6月８日( 土) 午 後６時30 分開演 1000円

プロ グラム

・トランペ･，卜とピア ノのための ３つ のプレ リュード

（パ
　ッ
ハ＆エ ルフj

・トランペ･7 卜協奏曲 へ短調　 。p.18

｛オスカー・ペ ーメ｝

・ピア ノソナタ　 ハ長調 Ｋ.330　　　　 ｛モーツァル 同

・トランペ－７｝とピ アノの ための ソナタ （シ ャン・ユ ボー）

・チャルダッシュ　　　　　 （モンテ･1＆ メンデ ス）ほか

お願いがあります

～観月台公園の管理について～

・愛 犬の 散歩の ときの フ ン、 タバコ の吸い 殼 、空 き

缶 やゴミ などは 、お 持 ち帰 りく ださい。

・幼児や歩行者の安全確保の ため、歩道内への自転車、

ロ ーラ ーボ ード、ロ ー ラー スケ ート、バ イ クなど

の乗り入 れは、おやめく だ
さい。

・ 公園内にトイレ ができまし

た。みんなが気持 ち良く使

用 できるようご協力 をお願
いします。

観月

台文化情報

問い合わせ

生涯学習課　文 化振 興係　合 85  ｰ

親子映画館

｢天空の城　ラピュタ｣
５月11日(土) 午後1時30分開演　300円

◆あ らすじ◆

ある夜 ，スラック 渓谷 で見習

い機枝Ｔとして働く少年パズ刪 ま。

空から ゆっく り 降り てく る 少女

を見つけた。少女の名はシ ータ。

美し く光 り輝く ペン ダント を詢

に壥けた不思濃な 少女だった･･･。

空に浮 かぶ島「 ラピ ュタ亅 への

パラパラ 。ド キドキな 冒険 が始

まり ます。

劇団仲間公演　少年劇場

｢さようなら　バッキンガム｣

６月22日(土)午前９時30分開演　　500円

◆あらすじ◆
コリンは、元気もりもりのや

んちゃな12 靂 ｡ バパ．ママと弟
ルカの４人家族でオーストラリ
アに住んでいま１ ．ある日．ル

カが晝い繝気にかかってし まい
ます． そんなこんなでイギリ
スの叔父さんのところへ行くこ
とになったコリンは ．女王禅な
ら世界で一昌のお医者さんを知
っているはずだと．バッキンガ
ム宮殿に忍びこみます…．

５月の心配ごと相談
附ったことや相破したいことがあると きはお気軽にどうぞ．秘驚は守ります，

２日（木）村上金正　15 日（水）渋谷愛子　24 日（金）後藤アヤ

野村トモ　　　　　 吉田勝基　　　　　　 松浦惣－

【場所】役場（２階）相談室　 【時間】午前９時から12時まで

寄付ありがとうございました
く敬 称 略 ）

・福島 信用金 庫

・国見 町下水 道排水工 事

指定店 一同

・鈴木　 キ セ



つうしん
国 見町教育 委員会生涯学習課l

観月台文化センタ ー

(  85 ) 2676

FA)( ( 85 ) 2707

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
願
い

～
子
育
て

教
室
～

公
民
館
で
は
、
幼
児
期
の

家
庭
教
育
の
大
切
さ
を
咀
視

し
、
そ
の
心
構
え
や
知
識
、

技
術
な
ど
を
学
習
す
る
た
め

に
、
一
歳
か
ら
三
歳
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん

や
祖
父
母
を
対
象
に
、
『
子

育
て
教
室
』
を
開
い
て
い
ま

す
。子

育
て
教
室
の
お
母
さ
ん

た
ち
が
安
心
し
て
学
習
で
き

る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の

お
世
話
を
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
お
願
い
し
て
き

ま
し
た
。

昨
年
は
、
二
十
三
人
の
保

育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
手
伝

い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ど
う
し

て
も
不
足
し
が
ち
で
し
た
。

国
見
町
の
次
代
を
担
う
１
ど
も
た

ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

よ
り
多
く
の
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
の
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
生
涯
学
習
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

忘
れ
な
い
で

加
入
し
ま
し
ょ
う

～
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
～

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

社
会
宰
仕
活
動
等
を
行
う
五
人

以
上

の
グ
ル
ー
プ
を
対
象

に
、
往
復

途
上

も
含
め
た
グ
ル
ー
プ
活
助
中
の
傷
害

聨
故
及
び
鵬
償
責
任
を
負
う
嘔
故
を

補
償
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
心
腺

マ
ヒ
な
ど
の
突
然
死
に
対
し
て
も
共

済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
。
万
一
の
事
故
に
備
え
て

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

ま
し
よ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
係
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

団
員
募
集
中

福
」
島
県
「
若
人
の
翼
」

～
町
が
６
万
円
補
助
～

福
鳥

県
で
は

、
福

鳥
県
青
年
海
外

派

遣
小

業
『
若
人
の
翼
』
の
団
員
を

募
集
し
て

い
ま
す
。

派

遣
コ

ー
ス
は
、
北
米
（
カ
ナ
ダ

ー

ア
メ
リ

カ
合

衆
国

）
、
中
国
、

陶
米

（
ブ
ラ
ジ
ル

ー
パ
ラ
グ
ア
イ

）、
欧
州

（
イ
ギ
リ

ス

ー
ド
イ
ツ
）
、
オ
セ
ア
ニ

ア

（
オ

ー
ス
ト

ラ
リ

ア

ー
ニ
ュ

ー

ジ
ー
ラ

ン
ド
）
の
５
コ
ー

ス
。
2
0歳

か
ら
３５

歳
ま
で
の
勤
労
資
年
6
2
名
を

募
集

。
今
回
は
欧

州
と
オ
セ
ア
ニ
ア

の
２
コ

ー
ス
に
、
２
名

の
身
体
障
客

者
枠

を
設
け

ま
し
た
。
出
発
日
は
９

月
1
0
日

。

経

費
負
担
は
、
北
米
コ

ー
ス
1
4
万

円

、
中
国
コ

ー

ス
Ｈ

万

円
、
南

米

コ

ー
ス
2
3万

円
、
欧
州
コ

ー
ス
2
0
万

円
、
オ
セ
ア
ニ
ア
コ
ー

ス
１７
万

円
で

す
。
こ
の
う
ち
、
町

が
６
万

円
を
袖

助
し

ま
す
。

応
募

期
限
は
、
５

月
1
0
日
ま
で

。

●
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
佩
｀
8
5
－
2
6
7
6

新しい本が届きました

文化センター図書室

図書室と児童室に新しい図書が入りました。どうぞ、おいで

ください。

利川する際は、事務室で受付をすませてからお願いします。

(紹介する本は一部です)

【一般 図 書】

・日本史再検討（井沢　 元彦）

・寄生虫館物語 （亀谷　了）

・野外料理のレシピ

（アウトドア編集部）

・恋人までの距離（唯川　 恵）

・怪しい隣人 （小池真理子）

・黄落　　　 （佐江 衆一）

・高松宮日記

（高松宮宜仁親王）

・ある多重人格者の告白

（Ｊ・Ｓ・プリンソン）

・第三次世界大戦はこうして始

まった （Ｄ・Ｋ・ロット）

・ＦＢＩ特別捜査官

（Ｒ・Ｋ・レスラー）

【児童 図 書 】

・グニヤグニ ヤ世界の冒険

(瀬山　士郎)

・百まで生きる( 柳生弦一郎)

・ねこと友だち

(いとうひろし)

・のはらひめ

(なかがわちひろ)

・むこうのかどをまがったら

(梅田　 俊作)

・猫と海賊　( なだいなだ)

・びらびら　( 長崎　 夏海)

・たくさんのお月さま

(Ｌ・スロポトキン)

・ふつうのお姫さま

(Ｍ・マーガレット)

・ケテ ィのはるかな旅

(Ｒ・コーディル)



生涯学習Ｗ

任
の
あ
い
さ
つ

社
会
教
育
指
導
員

伊

勢

文

朗

口
本
は
、
人
生
八
十
年
と
い
う
世

界
に
類
を
見
な
い
長
々
社
会
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
生
活
を

豊
か
に
生
き
る
た
め
、
生
涯
を
通
し

て
学
押
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
匣
の

中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
国
兄
町
吐
会
教
青
指
導

員
の
任
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
の
方
々
と
の
連
携
を
通
し
、
白

他
の
成
長
と
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
し
た
。

力
不
足
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平成８年度　公民館・学級生募集

子育て教室
学　 習　 内　 容 � 内　　　　　　　 容 � 対　　 象　　 者

幼児教育の基本と心構え、しつけ、

絵本や童話の瓏ぴ方、食事や健康

嘗理などについて掌習します． �

期　聞　平成８年５月～平威８年12月

学習日　毎月第１・第３金曜日

時　間　午前10時～ 時 30分

費　用　年間（幼児ひとり) 2 , 00 0円 �

平成４年４月から平成７年３月ま

でに生まれた幼児を持つ母観や祖

父母

定員　ZO名

女性教室
学　 習　 内　 容 � 内　　　　　　　 容 � 対　　 象　　 者

女性として心豊かに生きるため、健

康管理、時事問題、趣味、料理実習、

グループ活動などを行います． �

期　間　平成８年５月～平成９年２月

実施欽　年間15回

時　間　午前9 時 3 0分～ⅱ 時 3 0分

費　用　年間　S00円 �

町内に住んでいるZO代～60代の女

性

成人学級
学　 讐　 内　 容 � 内　　　　　　　 容 � 対　　 象　　 者

一般教費、映斷鑑賞、世代間交流、

科理実習、鴒康づくり、グループ活

動などをとおして現代社会に対応で

きる知歟や技略を学習します． �

期　間　平戚８年６月～平成９年２月

実施数　年間12回

時　間　午後1  時 30分～3  時 3 0分

費　用　年間　L000 円 �

町内に住んでいる20代～60代の男

女

阿津賀志学級
学　 習　 内　 容 � 内　　　　　　　 容 � 対　　 象　　 者

長寿社会に適応した一般教養、鴒康

管理、町及、草花栽培、交通教童．

グループ活動などをとおして心豊か

な生活を送るための幅広い学爾を行

います． �

期　間　平成８年５月～平成９年２月

実施数　年間10回

時　聞　午前９時～い 時 30分

費　用　年間　i. 00 0円 �

町内に住んでいる概ね65瘋以上の

男女

◆申込・問い合わせ／生涯学習係　085  ｰ 2676



4 月２日

消
防
団
の
辞
令
交
付
式

近
野
さ
ん
ら
が
退
団

佐

久
間
さ
ん

ら

６
名

が
入
団

二
日
。
町
消
防
団
（
佐
藤
思

美
団
長
）
の
辞
令
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
冨
永
町
長
が
、
退

団
す
る
近
野
富
多
第
三
分
団
長

ら
に
感
翻
状
を
贈
り

。
こ
れ
ま

で
の
消
防
防
災
行
政
へ
の
協
力

を
労
い
ま
し
た
。
続
い
て

、
佐

藤
団
艮
が
階
級
賈
勣
団
員
や
新

入

団
目

に
辞
令

を
交
付
。

今
回

退
団

す

る
団
目

の
み

な

さ
ん

は

、
四

十
二

年
の

消
防

団

昌
歴

を
持
つ
近
野
分
団
長
ほ
か
。

消
防
団

活

動
の

中
心

的
役

創
を

担
っ
て
き
た
方
ば
か
り
で

す
。

一
Ｒ
勵
在
の
Ｓ

遐
圀
叨
同
散
は
、

二

百
六
十
名
。

★
退
団
さ
れ
た
み
な
さ
ん
（
敬

称
略
）

笳
齡
町

富
多
｛
存
轌
四
二
年
四
月
｝

宍
戸

忽
兵

衛
（
同

二
六

年

）
小

島
　

利

夫

（
同
二

二

年
）

佐
藤

喜
久

男
（
同

一
四

年

）
仲

野

周

癸

（
同

匸

一
年
）
閲

根
　

一

郎
（
同

一

一
年

九
月

）
佐

久
間

隆
男

（
同

一
〇

年
）

佐
藤
　

俊

一
（
同
七
年
）
後
一

寿
彦
（
同

七

年
）
菊
地

弘
幸
（
同
二
年
）

★
新
入
団
員
（
敬
称
略
）

佐
久
間
　

守
、
宍
戸
　

黴
、

菊
地
　
秀

て

松
浦
　
淳
一
．

佐
藤
　
敏
行
．
関
根
　
幹
夫

結婚おめでとう!

令遠 藤 豊 和　●渡 辺 東美
江

（ 富町北〉　　 （ 檣鳥市）

令村 上　 仁　　 孥佐 川 美由希
ｰ 第 9 )　　 （ 梁川 町）

令
菅 野 和 久　 ●秋 葉 良 子
ｆ内谷東）　　 （霊山町）

令斎 藤 哲 夫　 孥野 木 美知代
｛ 小坂｝　　 （俣原町）

奉安 藤 四 郎　 孥ｸﾝﾀﾞﾝﾓﾙﾃﾞｽ･ｱﾘｼﾌ
（ 東田上）　　 （フリJピン）

●棧 沢 憲 二　 孥曳 地 時 枝
（山 根）　　 （ 桑折町）

誕生おめでとう

子の名前　　 翦 者　 町内会

佐久間 亮 介　
驚

ろ2　
第　　 ２

-　 一一一一‥

板 垣 紳太郎　 美  子　　 東

■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■■■㎜ ㎜㎜㎜

鈴 木 龍 成　
ｌ ｇ　

蹄　 町

－　 －

４ ，S 冫1　j: 讐 藤田 光 剛

一一

星 野 亜 事　S　17　 光 明 寺

－　 －　 一一

寺 島 菜 緒　　 智 恵 子　 本　　 町

縁結びの神様に
感謝状

3月28日．後継者結婚媒酌人感劉

状贈呈式がおこなわれました．

この日は．昨年1年間に，国見町

に住心若い後継者に花嫁や花婿を

世話し ．ゴールインまで結びつけ

た仲人33人に贈られました．

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

か
が
み
も
ち

小
坂
小

一
戸
杏
子

か
が
み
も
ち
っ
て

ど
う
し
て
そ
ん
な
に

ふ
と
つ
て
い
る
の
？

ダ
イ
エ
ッ
ト
で
も
し
た
ら

兄
峻
生
徒
文
集

『
く

に
み

の

仲

文

』
第

２８

吁

か

ら

゛人口と世帯．
（４月 １日現在）

男　5  , 1人（－2 ）

女　6.059 人（－11〉

計　1  1700人(   ー13 )

転入　73 人　転出　81 人

出生　6 人　死亡　15 人

3 , 115世帯
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

佐
々
木
　

キ
ノ
ヱ
　
8
2
　
石
母
川
西

佐

藤
　
朷
　
g
　
8
4
　

山
　

根

高

橋
　
　

茂
6
8
　

宮

町

北

遠

藤
　
ひ
　
て
　
7
8
　
巾
　

部

角

田

正

幸
3
0
　

寓

町

南
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今年も開催

｢あつかし夕市｣
国 見町で生産された新鮮 で安全な

農 産物を直接販売する「あつ かし 夕

市」を今年も行います。

夕市は 、４月から12 月までの 第2

と 第4 火曜日に 、ＪＡ伊 違みらい国

見 Ａコープ 店剞で關かれ 。眄 間は 午

後4  時 分から5 聘30 分 まで。

みなさん、どうぞおいでく ださい ！

へ
ん
し
ゅ
う
後
記

久
か
た
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に

し
づ
心
な
く

花
の
散
る
ら
ん
・：

嗚
呼
…
．
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